
学校等現場での取組（事故防止対策）福岡第５４号 

災害共済給付事業部福岡支所（令和５年７月） 

 

令和５年度学校保健安全管理職、担当者研修 

（大分市教育委員会）について 

独立行政法人日本スポーツ振興センター（以下「ＪＳＣ」という。）では、ウェブサイト

『災害共済給付Ｗｅｂ』※１で、学校等の事故防止に関する情報を提供しています。 

また、ＪＳＣ（福岡支所）では、担当地域（福岡県、佐賀県、長崎県、熊本県、大分県、

宮崎県、鹿児島県、沖縄県）の各教育委員会・学校（園）・関係機関（以下「関係機関等」

という。）と連携し、関係機関等が主催する講習会等で、事故防止のための情報提供や災害

共済給付制度の説明を実施しております。 

講習会等において、ＪＳＣが作成した事故防止に資する資料の活用方法を幅広く周知し、

資料の活用促進を図ることで、学校の管理下における事故防止の支援を含め、円滑な学校教

育の実施に積極的に貢献していきたいと考えております。 

 

【講師派遣依頼をいただきました】 

大分市教育委員会が、管理職と学校保健安全担当者を対象として、児童生徒の健康・安全

に係る課題を知り、その解決に向けた対応について理解を深めることにより、学校保健・学

校安全の充実を図ることを目的に研修を実施しました。その研修に対して、ＪＳＣへ講師派

遣依頼をいただきました。 

 

【研修の様子をご紹介します】 

今回は、令和５年６月１６日（金）に開催された、大分市教育委員会主催 令和５年度学

校保健安全管理職、担当者研修の様子をご紹介します。 

本研修は、午前に管理職、午後に学校保健安全担当者を対象に実施され、ＪＳＣからは、

「学校等での事故を減らすために」と題して、災害共済給付制度の概要、大分県の給付状況、

重大事故の状況などをテーマに、説明させていただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

学校等での事故を減らすために 

研修では、まず、ＪＳＣや災害共済給付制度の紹介、災害共済給付制度の概要、令和３年

度の全国の給付実績などに加えて、大分県の給付状況も説明しました。 

続いて、小学校、中学校、高等学校等における障害見舞金支給事例を踏まえた事故防止の

留意点などについて、ご説明させていただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 障害見舞金支給事例については、ＪＳＣが作成している「学校の管理下の災害［令和４年

版］」※２から、小学校・中学校・高等学校・特別支援学校、それぞれ令和３年度に支給し

た障害の事例を取り上げ、その事例ごとの事故防止の留意点を併せて説明しています。 

 具体的には、小学校における事故防止の留意点として、「毎年のように起きる事故には同

様の傾向があること」や「１年生から６年生までが在学し、成長段階が広範囲に渡っている

だけに、中学校・高等学校等とは違った注意が必要であること」などを説明しました。 

  

災害には、予期できないものや防ぐことが非常に困難な事例がある一方、前もって危険の

予測が可能なものや、事後の対応を的確に行えば、被害を最小限に抑えることが可能なもの

があります。「学校の管理下の災害」を、事故防止のために、皆さんにご活用いただければ

と考えております。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

【研修を終えて】 

参加者からは、「事故防止が１番であるが、予期せぬ事案が発生する事があるので今後も

学習していきたい。」「今日のような講演会が時々開催されると嬉しい。」などの声をいただ

きました。 

 

【最後に】 

今回のように教育委員会等で実施される研修等で、「ＪＳＣ職員から学校事故防止に関す

る話をしてもらいたい」等の御要望がございましたら、福岡支所までお問い合わせください。 

なお、講師派遣にあたっての旅費・謝金等は不要です。 

 リモート研修も対応可能ですので、是非御検討よろしくお願いします。 

 

＜参考資料＞ 

※１ 災害共済給付Ｗｅｂ 

※２ 学校の管理下の災害 令和４年版 

 

【問い合わせ】日本スポーツ振興センター災害共済給付事業部福岡支所 

TEL：092-738-8720 E-mail：saigaikyosai-fukuoka@jpnsport.go.jp 

https://www.jpnsport.go.jp/anzen/
https://www.jpnsport.go.jp/anzen/kankobutuichiran/tabid/3020/Default.aspx

